
アグリボこよみ
― 作物別使用方法 ― きゅうり

使用ポイントは、育苗～収穫開始
きゅうりは成り疲れを避けられない作物です。
成り疲れを軽減するには、初期生育の発根と樹作り、収穫期の根の活性が重要です。
収穫開始までは「アグリボEX」、収穫開始からは「森羅」で樹と根を作ってください。

栽 培 暦 アグリボEX 森 羅 ワ ン ポ イ ント

育 苗 期
10日間隔

3～4回
500倍 潅水散布

（継 続）

苗半作。
苗の良し悪しでその作が決まる
と言っても過言ではない！

定 植
定植前
または
定植後

1,000倍 どぶ漬け

2,000倍 株元潅水施用

スムーズな活着で
初期の株作りをスタート！

収穫開始前
までに

10日間隔3回
1,000倍 葉面散布

成り疲れさせない為の樹作りを！
(下位節位の雌花はなるべく摘
花し樹の負担を軽減。)

収穫開始

収 穫
最 盛 期

どちらか
1,000倍
（農薬混用）

葉面散布
（適時）

100坪当たり
50g

潅水施用
（月2～3回）

成りが多い時こそ、
先手必勝で成り疲れ回避！

落下傘葉対策に、ヤワラ！
乾燥や急激な水分変化などで、根からのカルシウム
吸収が困難になります。
そんな時は、葉面からの吸収効率が高い「ヤワラ」を
1,000倍に希釈して散布して下さい。

萎れ対策に、森羅・ヤワラ！
「森羅」は根を張らせる力が強い製品です。今まで、
根にコブが付いていても新根を出させた報告が数多く
よせられております。根が弱って萎れている時には、
早めに「森羅」で対応を !
また、着果後の「ヤワラ」の定期的散布で、萎れを防ぎ
異常果を減らすことができます。

天候不順が予想される場合、「アグリボEX」の代わりに
“光触媒 ”入り「アグリボ3」の3,000倍希釈液の散布
が有効です。
「アグリボEX」や「アグリボ3」を葉面散布する際
“展着促進材” (界面活性剤・トレハロース)入り「ヤワラ」を
1,000倍希釈相当で加用すると、散布液の展着性向上に
効果的です。
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